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CarboX-IIによる炭化焼成

500~600℃℃℃℃

300℃℃℃℃ 300℃℃℃℃

275~300℃℃℃℃ 275~300℃℃℃℃

3時間の焼成を行った時間の焼成を行った時間の焼成を行った時間の焼成を行った

CarboX-II （（（（SUMIDA社社社社））））

炉内容積 7.356 m3

1800(L) x 1500 (w) x 1500 (H) mm
2室

焼成温度 300 ~ 1000 ℃

リングバーカーで原木か

ら剥いだスギのバーク

（バーク荒物）

剥いだスギバークを粉砕

機で処理したもの

（バーク破砕物）

2 m3 2 m3

剪定枝などの雑木

約 3 m3

移動式チッパー

GS92（大橋）で粉砕

JCE-125-1型（型（型（型（中央化工機株式中央化工機株式中央化工機株式中央化工機株式会社）会社）会社）会社）

ロータリーキルンによる

炭化焼成（270~300 ℃）

MH-III-300 （（（（㈱三池㈱三池㈱三池㈱三池鐵工所鐵工所鐵工所鐵工所））））

マルチホーマー(射出式）によるRPF成形

原材料原材料原材料原材料

・スギバーク炭化物 100 kg

・剪定枝炭化物 240 kg

・廃農ポリ ——―

混合比混合比混合比混合比

炭化物：廃農ポリ＝７：３～５：５

CarboX-IIで焼成したスギバークの発熱量で焼成したスギバークの発熱量で焼成したスギバークの発熱量で焼成したスギバークの発熱量

炭化物を混練した炭化物を混練した炭化物を混練した炭化物を混練したRPFの吸の吸の吸の吸放湿性放湿性放湿性放湿性

ロータリーキルンで焼成した炭化物の発熱量ロータリーキルンで焼成した炭化物の発熱量ロータリーキルンで焼成した炭化物の発熱量ロータリーキルンで焼成した炭化物の発熱量

炭化物を混練した炭化物を混練した炭化物を混練した炭化物を混練したRPFの発熱量の発熱量の発熱量の発熱量

背景背景背景背景

未利用木質資源未利用木質資源未利用木質資源未利用木質資源であるであるであるである林地残材林地残材林地残材林地残材やややや樹皮樹皮樹皮樹皮等等等等のののの有効利用有効利用有効利用有効利用のためのためのためのため、、、、低温乾留炭化低温乾留炭化低温乾留炭化低温乾留炭化
によるによるによるによる半炭化物半炭化物半炭化物半炭化物をををを作成作成作成作成しししし、、、、再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーとしてのエネルギーとしてのエネルギーとしてのエネルギーとしての利用利用利用利用をををを検討検討検討検討するするするする。。。。

研究方法研究方法研究方法研究方法

結果結果結果結果

まとめまとめまとめまとめ

未利用のバーク未利用のバーク未利用のバーク未利用のバーク

黒田工業黒田工業黒田工業黒田工業に持ち込まれるに持ち込まれるに持ち込まれるに持ち込まれる剪定剪定剪定剪定枝の量枝の量枝の量枝の量

・移動式炭化炉を用いて・移動式炭化炉を用いて・移動式炭化炉を用いて・移動式炭化炉を用いてon-site処理の実証試験を行うことができた。処理の実証試験を行うことができた。処理の実証試験を行うことができた。処理の実証試験を行うことができた。

・・・・ 半炭化物の成形方法の一つとして半炭化物の成形方法の一つとして半炭化物の成形方法の一つとして半炭化物の成形方法の一つとしてRPF成形成形成形成形が適用できることを実証した。が適用できることを実証した。が適用できることを実証した。が適用できることを実証した。

・今回の検討では、・今回の検討では、・今回の検討では、・今回の検討では、RPFの成形のの成形のの成形のの成形の際の半炭化物の混合率は際の半炭化物の混合率は際の半炭化物の混合率は際の半炭化物の混合率は60%まででまででまででまでであり、あり、あり、あり、

これ以上ではこれ以上ではこれ以上ではこれ以上では成形成形成形成形が難しかった。が難しかった。が難しかった。が難しかった。混錬率を上げるために混錬率を上げるために混錬率を上げるために混錬率を上げるためには、装置の改良は、装置の改良は、装置の改良は、装置の改良

や成形方法や成形方法や成形方法や成形方法の変更が必要と考えられる。の変更が必要と考えられる。の変更が必要と考えられる。の変更が必要と考えられる。

・・・・半炭化物の半炭化物の半炭化物の半炭化物の混合率混合率混合率混合率をををを変えても発熱量の大きな変化は見られなかった変えても発熱量の大きな変化は見られなかった変えても発熱量の大きな変化は見られなかった変えても発熱量の大きな変化は見られなかった

・・・・ 半炭化物を混錬した半炭化物を混錬した半炭化物を混錬した半炭化物を混錬したRPFの吸の吸の吸の吸放湿性は通常の放湿性は通常の放湿性は通常の放湿性は通常のRPFと変わらなかった。と変わらなかった。と変わらなかった。と変わらなかった。

参考：品質基準

種類 発熱量（MJ/kg)

RPF-coke 33 以上

RPF 25 以上

木質ペレット（A,B) 18.4 以上

木質ペレット（C) 17.5 以上

発熱量　（MJ/kg)

剪定枝 剪定枝_半炭化物

20.2 22.1

*理論発熱量は半炭化剪定枝の発熱量を22.1 MJ/Kg（実測値）、未洗浄農ポリの発熱量を39.1 MJ/Kg（実測値）として試算した

今後今後今後今後はははは実用化実用化実用化実用化にににに向向向向けけけけ、、、、低低低低コストコストコストコスト化化化化へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みやみやみやみや、、、、成形成形成形成形のののの最適化最適化最適化最適化、、、、
半炭化物混錬半炭化物混錬半炭化物混錬半炭化物混錬RPFRPFRPFRPFのののの用途開発用途開発用途開発用途開発などをなどをなどをなどを進進進進めるめるめるめる必要必要必要必要ががががあるあるあるある


